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掘削底面から不透水層下面までの厚さが掘削幅の 1/3以上とする 3)。 

また，最近の報告 4)によると，この方法で帯状掘削での盤ぶくれも評価できることが実験などで

確認されている。ただし，この手法で設計された土留めの安全性を現地で確認した事例はまだ少な

いため，採用に当たっては事前に詳細な検討を行うとともに，計測を伴う安全管理を併用すること

が望ましい。 

 

（土留め壁と地盤との摩擦抵抗を考慮して行う盤ぶくれの検討方法） 

盤ぶくれの検討は，式(解 8.4.1)を満足することを照査する。 
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ここに，Ｕ ：楊圧力(kN) 

 Ｕ＝γw･ｈw･Ａ 

ｈw：被圧水頭(m) 

γw：水の単位体積重量(kN/m3) 

Ａ ：掘削面内底面積(m2) 

  Ｗ ：土の重量(kN) 

 ｗ＝(γt1ｈ1＋γt2ｈ2)Ａ 

   γt1，γt2：土の湿潤重量(kN/m3) 

   ｈ1 ，ｈ2 ：地層の厚さ(m) 

      ｆ1：Ｈ1間の摩擦抵抗(kN/m2) 

Ｈ1間の摩擦抵抗については粘性土のみ考慮するものとし表 8.4.1に示す値を用い，砂質

土については基本的に考慮しないものとする。 

    解説表 8.4.1 土留め壁と地盤との摩擦抵抗   単位; kN/m2 

 
土留め壁 

地盤の種類 
地下連続壁 鋼管矢板土留め壁  

 粘性土 ｃまたは 10Ｎ（≦150） 0.5ｃまたは 5Ｎ（≦100）  

 ※Ｎ≦2の軟弱層では信頼性が乏しいので摩擦力を考慮してはならない。  

 ｆ2：Ｈ2間の摩擦抵抗力(kN/m2) 

 ｆ2＝σｈ′tanφ’＋ｃ’ 

    σｈ′：着目点における水平圧力(kN/m2) 

      σｈ′＝σｖ′･Ｋ0 

    σｖ′：着目点における有効上載圧(kN/m2) 

      （σｖ′≧5.0 kN/m2の場合考慮する） 


